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Ｉ 
１４４ 

回

（
資
料
）
「
部
落
解
放
特
別
措
置
法
要
綱
（
第
一
次
案
）
」
（
同
右
）

新
川
泰
男
「
半
農
半
漁
の
町
を
守
り
ぬ
い
て
Ｉ
高
知
県
室
戸
市
佐
喜
浜
の
十

一
年
」
（
『
部
落
』
四
○
一
号
、
１
月
）

中
西
義
雄
「
（
動
向
）
運
動
・
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
を
め
ぐ
る
状

況
」
（
同
右
）

瀬
川
負
太
郎
「
人
別
行
政
の
固
定
化
は
ゆ
る
せ
な
い
Ｉ
同
特
注
再
延
長
を
め

ぐ
っ
て
」
（
『
月
刊
部
落
問
題
』
五
○
号
、
１
月
）

大
阪
市
職
員
労
働
組
合
同
和
対
策
部
支
部
「
部
落
解
放
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て

の
解
放
会
館
の
あ
り
方
を
も
と
め
て
’
第
一
八
年
次
全
国
自
治
研
集
会
報

告
・
そ
の
後
の
と
り
く
み
」
（
『
月
刊
自
治
研
』
二
五
六
号
、
１
月
）

広
島
県
府
中
市
職
員
労
働
組
合
「
府
中
市
の
同
和
行
政
の
現
状
と
課
題
」

（
同
右
）

内
田
雄
造
「
同
和
地
区
の
環
境
改
善
整
備
計
画
・
事
業
に
関
す
る
研
究
」

（
『
部
落
解
放
研
究
』
二
四
号
、
２
月
）

小
畑
雅
裕
「
過
疎
地
域
振
興
特
別
措
置
法
に
つ
い
て
」
（
同
右
）

へ
特
集
〉
「
同
和
行
政
を
見
直
そ
う
Ｉ
個
人
施
策
の
あ
り
方
を
中
心
と
し
て

（
第
二
’
一
一
回
人
権
と
部
落
問
題
講
座
報
告
）
」

（
『
部
落
』
四
○
二
号
、
２
月
）

堀
部
廸
雄
「
大
津
市
に
お
け
る
同
和
対
策
事
業
個
人
施
策
の
見
直
し
に

つ
い
て
」

鈴
木
元
「
京
都
に
お
け
る
行
政
実
例
報
告
を
中
心
に
」

末
永
弘
之
「
土
地
改
良
総
合
整
備
事
業
す
す
む
ｌ
岡
山
県
津
山
市
日
上
地
区

の
土
地
利
用
に
つ
い
て
」
（
同
右
）

川
嶋
重
信
「
（
動
向
）
研
究
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
同
特
注
の
総
括
と
こ
れ
か

【
現
状
】

小
森
竜
邦
・
吉
田
勝
男
「
部
落
の
環
境
と
総
合
計
画
」

（
『
部
落
解
放
』
’
六
○
号
、
１
月
）

藤
沢
喜
郎
・
銭
本
三
千
年
「
部
落
の
生
活
の
現
状
と
社
会
保
障
Ｉ
国
際
障
害

者
年
を
ま
え
に
」
（
同
右
）

野
本
勝
彦
・
柴
山
恵
美
子
「
部
落
の
労
働
の
現
状
と
仕
事
保
障
ｌ
婦
人
。
中

高
年
の
雇
用
促
進
を
い
か
に
す
す
め
る
か
」
（
同
右
）

川
口
正
志
ほ
か
「
部
落
産
業
の
現
状
と
課
題
」
（
同
右
）

花
岡
照
雄
・
竹
下
義
喜
「
農
漁
村
部
落
の
現
状
と
課
題
」
（
同
右
）

部
落
解
放
研
究
所
中
高
部
会
「
高
校
生
の
部
落
問
題
意
識
実
態
調
査
の
分

析
」
（
『
部
落
解
放
研
究
』
二
四
号
、
２
月
）

林
力
「
日
本
最
南
端
の
荊
冠
旗
ｌ
種
子
島
の
被
差
別
部
落
」

（
『
部
落
解
放
』
一
六
一
号
、
２
月
）

部
落
解
放
中
央
共
闘
会
議
『
部
落
解
放
基
本
政
策
樹
立
一
妄
求
国
民
調
査
報
告

書
』
（
同
上
、
２
月
）

藤
本
恵
功
「
被
差
別
部
落
の
現
状
と
問
題
点
Ｉ
高
知
市
の
場
合
」
（
『
喝
Ｉ

俗
丁
川
塞
几
’
一
Ｅ
ワ
立
川
ｌ
三
川
洞

ｉ
Ｉ
 

ら
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
ー
第
珀
回
部
落
問
題
研
究
者
全
国
集
会
か
ら
」

（
同
右
）

横
山
和
夫
「
（
変
わ
り
ゆ
く
部
落
）
神
戸
上
池
地
区
の
現
況
（
３
）
Ｉ
環
境

改
善
の
問
題
と
今
後
の
課
題
」
（
『
月
刊
部
落
問
題
』
五
一
号
、
２
月
）

部
落
解
放
研
究
所
『
財
団
法
人
大
阪
同
和
産
業
振
興
会
十
周
年
史
Ｉ
新
大
阪

タ
ク
シ
ー
十
年
の
あ
ゆ
み
』
（
大
阪
同
和
産
業
振
興
会
、
２
月
）

寝
屋
川
市
職
員
労
働
組
合
『
寝
屋
川
市
の
同
和
行
政
ｌ
現
状
と
今
後
の
課

題
』
（
同
上
、
２
月
）

部
落
解
放
研
究
所
行
政
・
経
済
部
門
事
務
局
「
『
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置

法
』
の
強
化
改
正
、
『
部
落
解
放
基
本
法
』
制
定
に
む
け
て
」

（
『
部
落
解
放
研
究
』
二
五
号
、
３
月
）

杉
之
原
寿
一
「
『
同
特
注
』
再
延
長
を
め
ぐ
る
論
議
」

（
『
部
落
』
四
○
三
号
、
３
月
）

亀
田
順
一
「
社
会
党
の
『
法
案
要
綱
』
（
第
一
次
案
）
批
判
（
１
）
」

（
『
月
刊
部
落
問
題
』
五
二
号
、
３
月
）

社
会
党
部
落
解
放
推
進
特
別
委
員
会
「
『
同
特
注
』
の
抜
本
的
強
化
改
正
を

実
現
し
よ
う
」
（
『
地
方
政
治
』
二
五
一
号
、
３
月
）

渡
辺
久
九
二
九
七
九
年
現
状
・
行
政
研
究
の
成
果
と
課
題
」

（
『
部
落
問
題
研
究
』
六
六
号
、
１
９
８
０
年
ｎ
月
）

【
運
動
】

〈
あ
い
つ
ぐ
差
別
事
件
〉
（
『
部
落
解
放
』
一
五
九
号
、
１
月
）

部
落
解
放
同
盟
大
阪
府
連
合
会
「
解
放
会
館
前
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
的
差
別

張
り
紙
Ｉ
大
阪
・
生
江
差
別
張
り
紙
事
件
」

美
馬
敏
男
先
生
退
職
記
念
誌
』
所
収
、
美
馬
敏
男
先
生
退
職
記
念
誌
出
版

委
員
会
、
３
月
）

大
分
県
同
和
対
策
総
合
実
態
調
査
委
員
会
『
Ｏ
Ｄ
Ｒ
総
合
調
査
報
告
書
』

（
同
上
、
３
月
）

東
京
都
産
業
労
働
会
館
『
か
わ
と
は
き
も
の
』
川
弱
（
同
上
、
３
月
）

渡
辺
久
九
二
九
七
九
年
現
状
・
行
政
研
究
の
成
果
と
課
題
」

（
「
部
落
問
題
研
究
』
六
六
号
、
１
９
８
０
年
ｎ
月
）

鏡
豊
「
『
差
別
』
の
指
標
の
分
析
Ｉ
部
落
問
題
全
国
会
議
の
調
査
報
告
の

検
討
を
通
し
て
」
（
『
部
落
問
題
年
報
』
二
号
、
１
９
８
０
年
ｎ
月
）

大
岡
靖
司
「
関
東
地
方
の
未
解
放
部
落
に
つ
い
て
」
（
同
右
）

東
京
都
産
業
労
働
会
館
『
か
わ
と
は
き
も
の
』
叱
弘

（
同
上
、
１
９
８
０
年
ｎ
月
）

【
行
政
】

大
原
亨
「
部
落
差
別
撤
廃
の
た
め
の
総
合
立
法
ｌ
「
部
落
解
放
特
別
措
置

法
』
社
会
党
第
一
次
案
」
（
『
部
落
解
放
』
一
五
九
号
、
１
月
）

原
田
伴
彦
「
『
特
別
措
置
法
』
強
化
改
正
に
つ
い
て
」
（
同
右
）

辻
‐
｜
ロ
月
７
Ｌ
一
二
回

Ｉ 
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’ 
部
落
解
放
同
盟
岡
山
県
連
合
会
「
自
衛
隊
の
差
別
体
質
を
糾
す
Ｉ
岡
山

・
日
本
原
自
衛
隊
員
差
別
発
言
事
件
」

部
落
解
放
同
盟
東
京
都
連
合
会
品
川
支
部
「
解
雇
撤
回
と
差
別
糾
弾
の

共
同
闘
争
Ｉ
東
京
・
東
京
電
波
差
別
発
言
事
件
」

部
落
解
放
同
盟
京
都
府
連
合
会
「
反
マ
ル
生
闘
争
に
な
げ
つ
け
ら
れ
た

差
別
投
書
ｌ
京
都
・
山
科
郵
便
局
差
別
投
書
事
件
」

上
杉
佐
一
郎
「
八
○
年
代
の
部
落
解
放
運
動
の
課
題
１
本
研
究
集
会
の
意
義

と
課
題
」
（
『
部
落
解
放
』
一
六
○
号
、
１
月
）

村
越
末
男
「
被
差
別
部
落
の
実
態
と
部
落
解
放
運
動
の
課
題
」
（
同
右
）

上
杉
住
一
郎
ほ
か
「
部
落
解
放
と
共
同
闘
争
の
現
状
と
課
題
ｌ
地
域
共
闘
を

発
展
さ
せ
る
た
め
に
」
（
同
右
）

朝
田
ハ
ル
エ
・
李
実
根
？
杉
山
千
佐
子
「
部
落
の
戦
争
体
験
と
平
和
闘
争
」

（
同
右
）

西
岡
智
ほ
か
「
狭
山
再
審
闘
争
と
司
法
反
動
と
の
闘
い
」
（
同
右
）

木
津
譲
ほ
か
「
差
別
事
件
の
実
態
と
糾
弾
闘
争
Ｉ
『
地
名
総
鑑
』
糾
弾
と

あ
い
つ
ぐ
差
別
事
件
」
（
同
右
）

上
田
一
雄
ほ
か
「
『
特
別
措
置
法
』
強
化
改
正
と
『
基
本
法
』
制
定
」

（
同
右
）

友
永
健
三
「
『
部
落
地
名
総
鑑
』
差
別
事
件
の
現
状
と
課
題
」

（
『
解
放
教
育
』
一
三
一
号
、
１
月
）

（
資
料
）
「
（
国
会
闘
争
）
日
本
は
軍
事
力
で
ま
も
れ
る
国
で
な
い
ｌ
防
衛

・
憲
法
問
題
等
で
政
府
を
追
及
」
（
同
右
）

雛
元
昌
弘
「
狭
山
裁
判
の
『
真
実
』
に
つ
い
て
考
え
る
、
ｌ
総
合
評
価
に
つ

い
て
（
そ
の
２
）
」
（
同
右
）

解
放
新
聞
社
『
解
放
新
聞
（
縮
刷
版
）
』
第
九
巻
（
同
上
、
１
月
）

部
落
解
放
同
盟
大
阪
府
連
合
会
・
「
同
対
審
」
府
民
共
闘
会
議
『
府
政
推
進

に
関
す
る
要
求
事
項
』
（
同
上
、
１
月
）

部
落
解
放
愛
知
県
共
闘
会
議
『
部
落
解
放
共
闘
第
五
回
総
会
議
案
』

（
同
上
、
１
月
）

国
民
融
合
を
め
ざ
す
部
落
問
題
全
国
会
議
『
国
民
融
合
通
信
』
叱
別

（
同
上
、
１
月
）

狭
山
中
央
闘
争
委
員
会
『
原
点
に
か
え
っ
て
』
〈
狭
山
差
別
裁
判
第
八
六

号
〉
（
同
上
、
１
月
）

部
落
解
放
同
盟
福
岡
県
連
合
会
『
部
落
解
放
第
十
六
回
福
岡
県
婦
人
集
会
』

（
同
上
、
１
月
）

雛
元
昌
弘
「
狭
山
裁
判
の
『
真
実
』
に
つ
い
て
考
え
る
、
Ｉ
総
合
評
価
に
つ

い
て
（
そ
の
３
）
」
（
『
解
放
教
育
』
’
三
一
一
号
、
２
月
）

岸
上
繁
雄
「
公
正
な
同
和
行
政
へ
の
大
き
な
転
換
へ
Ｉ
『
窓
口
一
本
化
』
裁

判
和
解
の
意
義
と
特
徴
」
（
『
部
落
』
四
○
二
号
、
２
月
）

中
村
文
明
「
全
面
否
定
さ
れ
た
木
下
あ
い
さ
つ
状
の
差
別
性
ｌ
断
罪
さ
れ
た

『
解
同
』
の
『
差
別
論
』
」
（
同
右
）

成
沢
栄
寿
「
（
動
向
）
運
動
・
国
民
融
合
を
め
ざ
す
部
落
問
題
全
国
会
議
第

六
回
総
会
開
く
」
（
同
右
）

吉
田
栄
「
（
動
向
）
行
政
・
新
局
面
を
む
か
え
た
八
鹿
高
校
事
件
裁
判
」

（
同
右
）

野
間
宏
「
狭
山
裁
判
（
第
六
一
回
）
Ｉ
再
審
棄
却
決
定
批
判
（
、
）
」

（
『
世
界
』
四
二
三
号
、
２
月
）

村
越
末
男
「
マ
ス
コ
ミ
と
部
落
問
題
」

一
声 杉
之
原
寿
一
「
（
ふ
ん
す
い
）
マ
ス
コ
ミ
の
「
解
同
』
タ
ブ
ー
に
変
化
か
」

（
『
月
刊
部
落
問
題
』
五
○
号
、
１
月
）

今
田
保
「
（
高
知
か
ら
の
通
信
）
荒
れ
る
土
佐
の
海
Ｉ
不
法
許
さ
ず
全
解

連
が
示
し
た
『
勇
気
と
英
断
』
」
（
同
右
）

（
資
料
）
「
国
民
融
合
兵
庫
県
会
議
第
５
回
総
会
方
針
」
（
同
右
）

へ
特
集
ｖ
「
部
落
解
放
闘
争
の
推
進
に
つ
い
て
」

（
『
月
刊
自
治
研
』
二
五
六
号
、
１
月
）

若
林
清
太
郎
「
自
治
労
運
動
と
部
落
解
放
の
と
り
く
み
」

上
杉
佐
一
郎
「
部
落
解
放
闘
争
の
現
状
と
当
面
の
課
題
」

渡
辺
徹
「
自
治
研
部
落
解
放
分
科
会
活
動
の
総
括
」

隈
元
寅
教
「
部
落
解
放
中
央
共
闘
会
議
の
活
動
状
況
」

自
治
労
兵
庫
県
本
部
北
淡
町
職
員
労
働
組
合
「
地
域
共
闘
会
議
の
結
成

経
過
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

自
治
労
鳥
取
県
本
部
東
伯
町
職
労
「
部
落
解
放
推
進
東
伯
町
共
闘
会
議

の
結
成
と
経
過
に
つ
い
て
」

上
杉
佐
一
郎
「
八
○
年
代
の
部
落
解
放
の
展
望
」
（
『
第
五
回
部
落
解
放
西

日
本
講
座
講
演
集
』
所
収
、
部
落
解
放
研
究
所
、
１
月
）

日
高
六
郎
「
軍
国
主
義
と
差
別
」
（
同
右
）

大
原
享
「
『
同
対
審
』
答
申
一
五
年
と
『
特
別
措
置
法
』
強
化
改
正
」

（
同
右
）

上
杉
佐
一
郎
「
八
○
年
代
の
部
落
解
放
運
動
」
（
『
第
五
回
部
落
解
放
東
日

本
講
座
講
演
集
』
所
収
、
部
落
解
放
研
究
所
、
１
月
）

磯
村
英
一
「
『
同
対
審
』
答
申
一
五
年
と
『
特
別
措
置
法
』
強
化
改
正
」

（
同
右
）

（
『
マ
ス
コ
ミ
市
民
』
一
五
五
号
、
２
月
）

大
賀
正
行
「
最
近
の
差
別
事
件
」
（
『
解
放
運
動
よ
り
み
た
日
本
の
現
況

〈
同
和
研
修
会
記
録
Ⅲ
〉
』
所
収
、
真
宗
大
谷
派
大
阪
教
区
同
和
協
議

会
、
２
月
）

第
二
回
部
落
解
放
徳
島
地
方
研
究
集
会
実
行
委
員
会
『
第
二
回
部
落
解
放
徳

島
地
方
研
究
集
会
（
討
議
資
料
）
』
（
同
上
、
２
月
）

上
杉
佐
一
郎
『
部
落
解
放
の
原
点
』
（
解
放
出
版
社
、
２
月
）

「
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
」
強
化
改
正
要
求
国
民
運
動
中
央
実
行
委
員

会
『
全
国
の
あ
い
つ
ぐ
差
別
事
件
」
（
同
上
、
２
月
）

部
落
解
放
同
盟
大
阪
府
連
合
会
婦
人
部
『
十
年
の
お
も
い
で
Ｉ
婦
人
部
結
成

十
周
年
記
念
誌
』
（
同
上
、
２
月
）

部
落
解
放
同
盟
東
京
都
連
合
会
『
部
落
解
放
第
十
二
回
東
京
都
研
究
集
会

（
討
議
資
料
）
』
（
同
上
、
２
月
）

部
落
解
放
同
盟
栃
木
県
連
合
会
『
部
落
解
放
第
十
二
回
東
日
本
研
究
集
会
報

告
書
』
（
同
上
、
２
月
）

国
民
融
合
を
め
ざ
す
部
落
問
題
全
国
会
議
『
国
民
融
合
通
信
』
叱
皿

（
同
上
、
２
月
）

狭
山
中
央
闘
争
委
員
会
『
八
一
年
を
ど
う
た
た
か
う
』
〈
狭
山
差
別
裁
判
第

八
七
号
〉
（
同
上
、
２
月
）

国
巨
国
丙
巨
巨
す
①
国
苞
○
口
宛
の
の
⑦
閂
。
｝
〕
閂
】
】
の
菖
旦
の
倉
田
□
勾
鈩
【
ご
Ｆ
目
国
同
Ｉ

用
鈩
皀
ｏ
ｚ
ｚ
固
二
の
こ
こ
・
』
（
同
上
、
２
月
）

友
永
健
三
「
全
国
各
地
の
あ
い
つ
ぐ
差
別
事
件
ｌ
そ
の
紹
介
・
分
析
と
克
服

の
方
向
」
（
『
部
落
解
放
研
究
』
二
五
号
、
３
月
）

牧
野
繁
実
「
兵
庫
県
政
下
の
行
政
闘
争
の
課
題
」

藝一ｉＬ一・一一Ｅ一一一画一一画。－．１段一Ｅ一雁一一一騰膳一瀞卿一願》副』震膨》ｆ一風刷艫伽一厘世厭胆・に殿《腱〕》●一一一６霞・国（溌一．』』一覧’騏鉾一．一二一》…し肝し…』Ⅲ…雫叱』》》一一毎画一
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（
『
ひ
ょ
う
ご
部
落
解
放
』
創
刊
号
、
３
月
）

雛
元
昌
弘
「
狭
山
裁
判
の
『
真
実
』
に
つ
い
て
考
え
る
（
最
終
回
）
Ｉ
真
実

は
必
ず
勝
利
す
る
」
（
『
解
放
教
育
』
一
一
一
一
一
一
一
号
、
３
月
）

川
口
是
「
憲
法
と
人
権
Ｉ
情
勢
の
特
徴
と
改
憲
問
題
」

（
『
部
落
』
四
○
三
号
、
３
月
）

中
西
義
雄
「
部
落
解
放
運
動
の
着
実
な
前
進
（
上
）
」
（
同
右
）

（
資
料
）
「
部
落
問
題
を
め
ぐ
る
主
な
動
き
」
（
同
右
）

岡
田
雅
一
「
（
動
向
）
運
動
・
解
同
の
教
育
介
入
か
ら
旭
ケ
丘
小
を
守
る
闘

い
（
中
間
報
告
）
」
（
同
右
）

長
田
悟
「
（
動
向
）
行
政
・
全
解
連
岡
山
市
鶴
に
対
す
る
不
当
弾
圧
事
件

に
つ
い
て
」
（
同
右
）

戸
谷
茂
樹
「
矢
田
民
事
高
裁
判
決
に
寄
せ
て
」

（
『
月
刊
部
落
問
題
』
五
二
号
、
３
月
）

今
田
保
「
（
高
知
か
ら
の
通
信
）
荒
れ
る
土
佐
の
海
（
最
終
回
）
Ｉ
窪
川

に
原
発
ゆ
る
す
ま
じ
」
（
同
右
）

小
森
龍
邦
「
東
洋
工
業
と
の
交
渉
に
お
け
る
今
日
的
問
題
点
」

（
『
解
放
運
動
と
同
和
教
育
」
二
五
九
号
、
３
月
）

野
間
宏
「
狭
山
裁
判
（
第
六
二
回
）
Ｉ
再
審
棄
却
決
定
批
判
（
ｕ
）
」

（
『
世
界
』
四
二
四
号
、
３
月
）

友
永
健
三
「
『
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
』
の
強
化
改
正
は
労
働
者
の
課

題
」
（
『
月
刊
総
評
』
二
八
○
号
、
３
月
）

部
落
解
放
研
究
所
『
部
落
解
放
年
鑑
』
二
九
七
七
年
版
〉
（
同
上
、
３
月
）

部
落
解
放
同
盟
中
央
婦
人
対
策
部
『
解
放
を
め
ざ
す
婦
人
活
動
（
部
薄
解
放

第
坊
回
全
国
婦
人
集
会
報
告
書
）
』
（
部
落
解
放
同
盟
中
央
本
部
、
３
月
）

報
告
集
』
（
同
上
、
１
９
８
０
年
９
月
）

部
落
解
放
大
阪
府
民
共
闘
会
議
『
教
育
Ｉ
平
和
・
人
権
を
未
来
に
つ
な
ぐ
も

の
』
（
同
上
、
１
９
８
０
年
ｎ
月
）

い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
会
・
部
落
解
放
大
阪
府
民
共
闘
会
議
・
部
落
解
放

同
盟
大
阪
府
連
合
会
『
「
教
科
書
無
償
」
打
ち
切
り
を
ゆ
る
す
な
（
教
科

書
問
題
資
料
）
』
（
同
上
、
１
９
８
０
年
ｎ
月
）

【
理
論
】

渡
辺
俊
雄
・
大
賀
正
行
「
部
落
史
研
究
と
部
落
解
放
理
論
の
諸
問
題
」

（
『
落
部
解
放
』
一
六
○
号
、
１
月
）

田
中
欣
和
「
（
図
書
紹
介
）
師
岡
佑
行
箸
『
戦
後
部
落
解
放
論
争
史
』
第
一

巻
」
（
『
解
放
教
育
』
一
三
一
号
、
１
月
）

馬
原
鉄
男
「
（
動
向
）
研
究
・
『
部
落
問
題
の
戦
後
論
』
展
開
の
た
め
に
’

第
珀
回
部
落
問
題
研
究
者
全
国
集
会
基
調
報
告
・
真
田
是
『
日
本
の
民
主

主
義
と
部
落
問
題
研
究
の
課
題
』
を
め
ぐ
っ
て
」

（
『
部
落
』
四
○
一
号
、
１
月
）

藤
谷
俊
雄
『
戦
後
の
部
落
問
題
研
究
』
（
部
落
問
題
研
究
所
、
１
月
）

青
木
秀
男
「
部
落
差
別
の
概
念
的
把
握
を
め
ざ
し
て
Ｉ
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
。
グ

ル
ー
プ
論
の
適
用
を
通
じ
て
」
（
『
部
落
解
放
研
究
」
二
四
号
、
２
月
）

編
集
部
「
部
落
解
放
研
究
関
係
文
献
目
録
」
（
同
右
）

小
森
龍
邦
「
部
落
解
放
理
論
『
三
つ
の
命
題
』
に
関
す
る
新
し
い
考
察
」

（
『
解
放
運
動
と
同
和
教
育
』
二
五
六
・
一
一
五
七
合
併
号
、
２
月
）

磯
村
英
一
「
地
方
の
時
代
の
視
点
」
（
『
世
界
政
経
』
七
六
号
、
２
月
）

今
野
敏
彦
『
見
え
ざ
る
こ
こ
ろ
Ｉ
脱
差
別
論
へ
の
試
み
』

Ｉ 

部
落
解
放
第
十
回
京
都
府
婦
人
集
会
実
行
委
員
会
『
部
落
解
放
第
十
回
京
都

府
婦
人
集
会
報
告
集
』
（
部
落
解
放
同
盟
京
都
府
連
合
会
、
３
月
）

部
落
解
放
同
盟
中
央
本
部
『
部
落
解
放
同
盟
全
国
支
部
長
研
修
会
』

（
同
上
、
３
月
）

国
民
融
合
を
め
ざ
す
部
落
問
題
全
国
会
議
『
国
民
融
合
通
信
』
叱
皿

（
同
上
、
３
月
）

狭
山
中
央
闘
争
委
員
会
『
闘
争
と
弾
圧
』
〈
狭
山
差
別
裁
判
第
八
八
号
〉

（
同
上
、
３
号
）

へ
特
集
ｖ
「
東
日
本
の
部
落
解
放
運
動
Ⅷ
」

（
『
東
京
部
落
解
放
研
究
』
二
’
一
｜
・
二
四
号
、
１
９
８
０
年
ｎ
月
）

部
落
解
放
同
盟
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
オ
ル
グ
隊
参
加
者
「
〈
座
談
会
〉
東
北

の
被
差
別
部
落
を
ま
わ
っ
て
Ｉ
東
北
の
部
落
の
実
状
と
運
動
の
可
能

性
」

「
第
弘
回
部
落
解
放
同
盟
群
馬
県
連
大
会
議
案
書
」

「
第
羽
回
部
落
解
放
同
盟
長
野
県
連
大
会
議
案
書
」

「
第
沁
回
部
落
解
放
同
盟
埼
玉
県
連
大
会
議
案
書
」

「
第
加
回
部
落
解
放
同
盟
東
京
都
連
大
会
議
案
書
」

「
第
８
回
部
落
解
放
同
盟
栃
木
県
連
大
会
議
案
書
」

「
第
７
回
部
落
解
放
同
盟
神
奈
川
県
連
大
会
議
案
書
」

「
第
４
回
部
蓮
解
放
同
盟
千
葉
県
連
大
会
議
案
書
」

「
第
４
回
部
落
解
放
同
盟
茨
城
県
連
大
会
議
案
書
」

部
落
解
放
同
盟
福
岡
県
連
合
会
『
第
三
一
回
定
期
大
会
議
案
書
』

（
同
上
、
１
９
８
０
年
８
月
）

部
落
解
放
同
盟
広
島
県
連
合
会
『
中
国
電
力
差
別
図
書
購
入
差
別
事
件
真
相

（
マ
ル
ジ
ニ
社
、
２
月
）

部
落
解
放
研
究
所
「
八
○
年
度
活
動
報
告
と
八
一
年
度
研
究
課
題
」

（
『
部
落
解
放
研
究
」
二
五
号
、
３
月
）

事
務
局
「
部
落
解
放
研
究
関
係
文
献
目
録
」
（
同
右
）

鶴
嶋
雪
嶺
「
日
本
経
済
の
体
質
と
部
落
問
題
」

（
『
ひ
ょ
う
ご
部
落
解
放
』
創
刊
号
、
３
月
）

へ
特
集
ｖ
二
九
八
○
年
部
落
問
題
の
成
果
と
課
題
」

（
『
部
落
』
四
○
三
号
、
３
月
）

馬
原
鉄
男
「
身
分
問
題
を
め
ぐ
る
研
究
の
動
向
」

小
森
龍
邦
「
長
州
藩
『
屠
勇
隊
』
と
東
洋
工
業
の
身
元
調
査
の
類
似
性
」

（
『
解
放
運
動
と
同
和
教
育
』
一
三
八
号
、
３
月
）

師
岡
佑
行
・
大
賀
正
行
・
沖
浦
和
光
『
部
落
解
放
理
論
の
創
造
に
向
け
て
』

（
解
放
新
聞
社
、
３
月
）

藤
谷
俊
雄
「
解
放
の
展
望
へ
前
進
」

（
『
部
落
問
題
研
究
』
六
六
号
、
１
９
８
０
年
ｎ
月
）

【
解
放
教
育
】

松
崎
一
「
全
国
解
放
保
育
連
絡
会
結
成
に
よ
せ
て
」

（
『
部
落
解
放
』
一
五
九
号
、
１
月
）

松
崎
一
・
太
田
宗
一
一
‐
就
学
前
教
育
の
現
状
と
課
題
」

（
『
部
落
解
放
」
一
六
○
号
、
１
月
）

梅
原
達
也
・
入
田
谷
貞
宏
「
小
・
中
学
校
と
子
ど
も
会
の
課
題
」
（
同
右
）

村
越
末
男
・
花
田
啓
作
「
高
校
・
大
学
教
育
と
奨
学
生
活
動
の
課
題
」

（
同
右
）

■
■
■
田
■
■
■
瓜
Ｗ
■
Ⅱ
■
■
珂
引
ｄ
■
■
出
■
団
ロ
廿
屯
■
、
■
■
卜
仙
■
御
■
、
■
Ｐ
■
制
Ⅵ
■
⑪
■
可
。
■
ロ
ゼ
ロ
ヨ
己
日
印
・
ｑ
Ｒ
ｕ
ｑ
■
ｕ
ｍ
ｄ
■
円
■
凸
汕
ｑ
ｕ
■
且
而
山
ｑ
Ｎ
Ⅵ
Ⅱ
ｑ
枳
司
山
月
肚
凸
の
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へ
特
集
〉
「
『
進
路
保
障
』
そ
の
内
実
は
な
に
か
」

（
『
解
放
教
育
』
一
三
一
号
、
１
月
）

中
野
陸
夫
「
進
路
保
障
に
お
け
る
職
業
訓
練
校
の
問
題
」

宮
田
昭
「
筑
豊
の
友
・
教
師
へ
」

大
阪
市
立
中
島
中
学
校
三
年
教
師
集
団
「
受
験
競
争
の
は
ぎ
ま
で
Ｉ
集

中
受
験
運
動
で
か
わ
っ
た
子
ど
も
た
ち
」

福
永
洋
一
「
学
校
に
つ
な
ぐ
」

坪
井
恵
子
「
な
か
ま
と
共
に
歩
む
子
ら
」
（
同
右
）

常
塚
義
一
「
な
や
み
つ
づ
け
る
教
師
に
期
待
し
て
’
第
一
○
回
全
国
解
放
教

育
研
究
集
会
か
ら
」
（
同
右
）

奥
名
文
久
「
出
会
い
さ
ま
ざ
ま
ｌ
部
落
解
放
研
究
第
一
四
回
全
国
集
会
に
て
」

（
同
右
）

へ
特
集
〉
「
文
学
読
本
『
は
ぐ
る
ま
』
と
人
権
の
教
育
」

（
『
部
落
』
四
○
○
号
、
１
月
）

佐
古
田
好
一
・
岸
本
裕
史
・
河
野
幹
雄
・
本
多
公
栄
「
（
座
談
会
）

『
自
由
新
報
」
の
不
当
な
攻
撃
と
『
は
ぐ
る
ま
』
」

西
郷
竹
彦
「
文
芸
に
お
け
る
美
と
真
実
」

へ
特
集
〉
「
大
学
に
お
け
る
同
和
教
育
」
（
『
部
落
』
四
○
一
号
、
１
月
）

東
上
高
志
「
い
ま
大
学
で
同
和
教
育
は
Ｉ
大
学
の
同
和
教
育
内
容
に
つ

い
て
の
問
題
提
起
」

井
口
和
起
ほ
か
「
第
四
回
大
学
に
お
け
る
同
和
教
育
を
め
ぐ
る
懇
談
会
」

杉
之
原
寿
一
「
大
学
に
お
け
る
同
和
教
育
の
現
況
ｌ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
の
概
要
」

東
上
高
志
「
講
座
・
こ
れ
か
ら
の
同
和
教
育
８
１
部
落
問
題
の
学
習
（
そ
の

三
枝
正
雄
「
み
ん
な
が
や
る
気
を
お
こ
す
学
級
集
団
め
ざ
し
て
」

杉
尾
敏
明
「
学
校
同
和
教
育
方
針
論
考
」

斉
藤
浩
志
「
同
和
教
育
の
原
理
」

へ
特
集
〉
「
読
書
を
育
て
る
」

（
『
月
刊
ど
の
子
も
伸
び
る
』
四
五
号
、
２
月
）

大
谷
猛
夫
「
中
学
校
・
地
理
教
育
に
お
け
る
人
権
学
習
に
つ
い
て
」
（
同
右
）

東
上
高
志
「
物
語
・
戦
後
同
和
教
育
三
○
年
（
連
載
第
四
四
回
）
ｌ
杉
山
明

男
と
は
ぐ
る
ま
研
」
（
同
右
）

中
村
拡
一
一
一
「
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
提
言
Ｉ
社
会
の
底
辺
に
い
て
」

（
『
現
代
教
育
科
学
』
二
九
一
号
、
２
月
）

川
向
秀
武
「
（
書
評
）
元
木
健
・
村
越
末
男
編
『
同
和
』
教
育
論
ノ
ー
ト
」

（
同
右
）

玉
田
勝
郎
「
『
地
獄
の
桃
源
』
・
理
念
の
架
空
性
と
抵
抗
感
覚
の
弛
緩
Ｉ
林

竹
一
一
の
〈
夢
〉
は
俗
情
を
浄
化
し
う
る
か
」

（
『
イ
ン
パ
ク
ト
』
十
号
、
２
月
）

同
和
教
育
資
料
作
成
委
員
会
『
高
知
市
同
和
教
育
資
料
』

（
高
知
市
教
育
委
員
会
、
２
月
）

全
国
解
放
教
育
研
究
会
『
「
に
ん
げ
ん
」
実
践
の
展
開
Ⅲ
Ｉ
小
学
校
高
学
年

指
導
事
例
集
』
（
明
治
図
書
、
２
月
）

第
一
回
北
九
州
市
同
和
教
育
研
究
大
会
実
行
委
員
会
『
第
一
回
北
九
州
市
同

和
教
育
研
究
大
会
要
録
」
（
同
上
、
２
月
）

「
す
い
し
ん
」
編
集
委
員
会
『
正
和
の
こ
と
、
し
て
き
た
こ
と
』
〈
機
関
誌

「
す
い
し
ん
」
恥
、
〉
（
住
吉
同
和
教
育
推
進
協
議
会
、
２
月
）

へ
特
集
〉
「
地
域
が
教
育
を
ど
う
つ
く
っ
た
か
」

５
）
中
学
校
」
（
同
右
）

へ
特
集
〉
「
文
学
読
本
『
は
ぐ
る
ま
」
」

（
『
月
刊
ど
の
子
も
伸
び
る
』
四
四
号
、
１
月
）

佐
古
田
好
一
「
真
実
の
教
育
に
毒
矢
を
向
け
る
も
の
ｌ
『
は
ぐ
る
ま
』

に
対
す
る
『
自
由
新
報
』
の
第
二
次
攻
撃
」

東
上
高
志
「
物
語
・
戦
後
同
和
教
育
三
○
年
（
連
載
第
四
三
回
）
－
西
滋
勝

と
『
解
放
教
育
』
批
判
」
（
同
右
）

へ
特
集
〉
「
保
育
の
共
同
化
と
社
会
化
」
（
『
は
ら
っ
ぽ
』
十
四
号
、
１
月
）

岩
出
恵
美
子
「
『
同
和
』
保
育
運
動
Ⅲ
ｌ
親
と
共
に
人
権
に
取
り
組
む
」

部
落
解
放
同
盟
奈
良
県
連
幸
町
支
部
・
御
所
市
同
和
教
育
研
究
会
「
『

同
和
』
保
育
運
動
②
Ｉ
差
別
と
闘
う
保
育
を
め
ざ
し
て
」

兵
庫
県
南
武
庫
之
荘
保
育
所
「
同
和
保
育
の
現
場
か
ら
②
Ｉ
狭
山
の
取
り
組

み
」
（
同
右
）

川
向
秀
武
「
「
同
和
』
教
育
運
動
の
遺
産
の
継
承
を
」

（
『
現
代
教
育
科
学
』
二
九
○
号
、
１
月
）

谷
内
照
義
「
戦
後
同
和
教
育
の
歴
史
と
課
題
」
（
『
第
五
回
部
落
解
放
西
日

本
講
座
講
演
集
』
所
収
、
部
落
解
放
研
究
所
、
１
月
）

田
中
欣
和
『
解
放
教
育
論
再
考
』
（
柘
植
書
房
、
１
月
）

高
知
県
教
育
委
員
会
高
等
教
育
課
『
高
等
学
校
同
和
教
育
資
料
』
肋
⑬

（
同
上
、
１
月
）

へ
特
集
〉
「
民
主
教
育
の
創
造
と
部
落
問
題
」

（
『
部
落
問
題
論
究
』
五
号
、
２
月
）

森
垣
修
「
郷
土
に
生
き
る
す
ば
ら
し
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
」

大
野
正
「
学
校
と
は
夢
と
希
望
の
実
現
め
ざ
し
が
ん
ば
る
と
こ
ろ
」

（
『
解
放
教
育
』
一
三
一
一
一
号
、
３
月
）

森
山
治
｜
「
地
域
社
会
の
教
育
力
と
は
何
か
」

村
上
通
哉
「
『
バ
ラ
に
は
バ
ラ
の
花
は
咲
く
が
…
…
』
パ
ー
ト
Ⅱ
」

藤
井
雅
信
「
Ｊ
の
ギ
タ
ー
と
村
の
会
衆
」

香
美
地
区
実
践
グ
ル
ー
プ
委
員
「
保
育
者
が
得
た
新
た
な
出
発
点
Ｉ
幼

い
『
か
ら
だ
』
と
『
こ
と
ば
』
そ
だ
て
の
取
り
組
み
か
ら
」

寺
沢
亮
一
「
青
年
た
ち
の
た
し
か
さ
を
Ｉ
奈
良
。
岩
崎
支
部
の
と
り
く

み
の
な
か
で
」

蔵
本
穂
積
「
燃
え
よ
青
年
」

大
森
玉
保
二
枚
の
絵
か
ら
Ｉ
共
同
製
作
『
し
ば
て
ん
』
の
取
り
組
み
」

（
同
右
）

中
村
拡
三
「
子
ど
も
会
入
門
３
Ｉ
子
ど
も
会
の
態
勢
」

（
『
解
放
教
育
』
一
一
一
一
三
号
、
３
月
）

東
上
高
志
「
八
○
年
代
の
部
落
問
題
と
同
和
教
育
Ｉ
国
民
的
連
帯
の
輪
を
ひ

ろ
げ
よ
う
」
（
『
部
落
』
四
○
三
号
、
３
月
）

岩
辺
泰
吏
「
（
動
向
）
教
育
・
〃
密
室
の
退
行
〃
教
研
全
国
集
会
人
権
教
育

分
科
会
報
告
」
（
同
右
）

へ
特
集
〉
「
地
域
の
教
材
化
」

（
『
月
刊
ど
の
子
も
伸
び
る
』
四
六
号
、
３
月
）

東
上
高
志
「
物
語
・
戦
後
同
和
教
育
三
○
年
（
最
終
回
）
ｌ
小
川
太
郎
と
同

和
教
育
の
探
求
」
（
同
右
）

鈴
木
祥
蔵
「
戦
後
教
育
思
想
批
判
（
最
終
回
）
Ｉ
能
力
主
義
克
服
の
た
め
に

⑥
」
（
『
現
代
教
育
科
学
』
一
一
九
一
一
号
、
３
月
）

上
田
一
雄
「
第
訓
次
教
育
研
究
全
国
集
会
’
第
焔
分
科
会
・
人
権
教
育
」
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（
『
教
育
評
論
』
四
○
三
号
、
３
月
）

徳
島
県
那
賀
川
町
教
育
研
究
所
「
同
和
教
育
の
部
」

（
『
研
究
紀
要
』
七
集
、
３
月
）

内
山
一
雄
「
識
字
運
動
Ｉ
そ
の
め
ざ
す
も
の
」

（
『
天
理
大
学
学
報
』
一
三
○
号
、
３
月
）

大
阪
教
育
大
学
同
和
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
『
同
和
教
育
研
究
論
集
（
Ⅲ
）
』

（
同
上
、
３
月
）

光
市
・
光
市
教
育
委
員
会
『
ひ
ろ
ぱ
（
歴
史
編
）
』
（
同
上
、
３
月
）

全
国
解
放
教
育
研
究
会
『
「
に
ん
げ
ん
」
実
践
の
展
開
１
１
小
学
校
低
学
年

指
導
事
例
集
』
（
明
治
図
書
、
３
月
）

全
国
解
放
教
育
研
究
会
『
「
に
ん
げ
ん
」
実
践
の
展
開
Ⅱ
Ｉ
小
学
校
中
学
年

指
導
事
例
集
』
（
明
治
図
書
、
３
月
）

大
阪
同
和
教
育
推
進
校
実
習
生
組
合
『
解
放
教
育
の
担
い
手
を
め
ざ
し
て

（
Ⅷ
活
動
報
告
集
）
』
（
同
上
、
３
月
）

菅
原
辰
蔵
「
同
和
教
育
と
私
の
時
代
（
下
）
」

（
『
新
潟
県
部
落
史
研
究
』
三
号
、
１
９
８
０
年
５
月
）

三
好
昭
一
郎
「
香
川
県
に
お
け
る
融
和
教
育
の
展
開
」

（
『
四
国
学
院
大
学
論
集
』
四
六
号
、
１
９
８
０
年
７
月
）

奈
良
県
解
放
教
育
研
究
会
『
む
な
つ
き
坂
を
越
え
る
』
〈
奈
良
県
解
放
研
通

信
川
２
〉
（
同
上
、
１
９
８
０
年
７
月
）

大
阪
府
同
和
教
育
研
究
協
議
会
『
刊
第
皿
回
信
貴
山
研
実
践
報
告
集
』

（
同
上
、
１
９
８
０
年
８
月
）

文
部
省
『
昭
和
五
四
年
度
全
国
同
和
教
育
研
究
協
議
会
記
録
」

（
同
上
、
１
９
８
０
年
９
月
）

へ
国
内
被
差
別
人
民
か
ら
の
訴
え
〉
（
『
部
落
解
放
』
一
六
○
号
、
１
月
）

李
仁
夏
「
民
族
差
別
の
実
態
と
被
差
別
者
集
団
の
連
帯
」

新
崎
盛
暉
「
琉
球
弧
の
島
々
か
ら
Ｉ
奄
美
・
沖
縄
の
か
か
え
る
課
題
」

豊
岡
喜
一
郎
「
日
本
国
土
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
民
族
の
足
跡
」

結
城
庄
司
「
『
ア
イ
ヌ
勘
定
』
と
い
う
差
別
」

楠
敏
雄
「
障
害
者
差
別
の
実
態
と
八
○
年
代
に
於
け
る
運
動
の
課
題
」

粕
谷
照
美
「
国
連
婦
人
世
界
会
議
の
成
果
と
今
後
の
課
題
」

飯
沼
二
郎
「
滋
賀
県
の
公
立
学
校
教
員
と
国
籍
条
項
」

（
『
解
放
教
育
』
一
三
一
号
、
１
月
）

住
田
一
郎
「
釜
ケ
崎
に
お
け
る
就
労
問
題
」
（
同
右
）

楠
敏
雄
「
国
際
児
童
年
と
私
凹
Ｉ
「
健
常
者
」
中
心
の
社
会
に
生
命
が
け

で
生
き
続
け
て
」
（
『
は
ら
つ
ば
』
十
四
号
、
１
月
）

坂
上
優
子
「
女
性
解
放
講
座
辿
Ｉ
性
別
分
業
意
識
を
強
化
す
る
教
科
書
」

（
同
右
）

鈴
木
健
策
「
人
権
擁
護
事
務
と
主
な
施
策
」

（
『
法
律
の
ひ
ろ
ば
』
三
四
巻
一
号
、
１
月
）

高
杉
晋
吾
「
障
害
者
は
人
間
の
誇
り
に
輝
や
く
（
そ
の
２
）
Ｉ
白
昼
の
暗
黒

Ⅱ
大
久
保
製
壜
」
（
『
新
日
本
文
学
』
四
○
一
号
、
１
月
）

押
川
文
子
「
独
立
後
イ
ン
ド
の
指
定
カ
ー
ス
ト
・
指
定
部
族
政
策
の
展
開
」

（
「
ア
ジ
ア
経
済
』
二
二
巻
一
号
、
１
月
）

安
川
寿
之
輔
「
被
差
別
部
落
女
性
史
の
構
想
」
（
三
九
八
○
／
八
一
年
現

在
』
七
号
、
女
性
問
題
研
究
会
、
１
月
）

へ
特
集
〉
「
性
差
別
撤
廃
条
約
と
中
間
年
世
界
会
議
」

（
『
婦
人
問
題
懇
話
会
会
報
』
一
一
一
三
号
、
１
月
）

武
者
小
路
公
秀
「
八
○
年
代
の
国
際
社
会
と
人
権
」

（
『
部
落
解
放
』
’
五
九
号
、
１
月
）

日
高
六
郎
「
平
和
と
人
権
と
教
育
」
（
『
第
五
回
部
落
解
放
東
日
本
講
座
講

演
集
』
所
収
、
部
落
解
放
研
究
所
、
１
月
）

丸
木
俊
「
ひ
ろ
し
ま
。
南
京
・
ア
ウ
シ
ニ
ヴ
ィ
ッ
シ
・
水
俣
・
原
発
」

（
同
右
）

さ
れ
と
う
あ
き
ら
「
児
童
文
学
と
人
権
」
（
『
第
五
回
部
落
解
放
西
日
本
講

座
講
演
集
』
所
収
、
部
落
解
放
研
究
所
、
１
月
）

梅
田
義
光
『
真
犯
人
よ
聞
い
て
く
れ
Ｉ
梅
田
事
件
被
告
の
手
記
』

（
朝
日
新
聞
社
、
１
月
）

真
蔦
栄
『
私
は
ア
リ
バ
イ
の
あ
る
死
刑
囚
」
（
汐
文
社
、
１
月
）

和
島
岩
吉
『
完
全
な
る
冤
罪
’
億
本
事
件
』
（
解
放
出
版
社
、
１
月
）

部
落
解
放
研
究
所
『
日
本
に
お
け
る
差
別
と
人
権
』
〈
増
補
改
訂
版
〉

（
解
放
出
版
社
、
１
月
）

日
本
の
学
校
に
在
籍
す
る
朝
鮮
人
児
童
・
生
徒
の
教
育
を
考
え
る
会
『
む
く

げ
ｌ
大
阪
の
在
日
朝
鮮
人
教
育
十
年
の
歩
み
』
（
亜
紀
書
房
、
１
月
）

桃
山
学
院
大
学
人
権
委
員
会
『
定
住
外
国
人
の
人
権
』
（
同
上
、
１
月
）

国
際
児
童
年
を
機
に
子
ど
も
の
権
利
を
実
現
す
る
大
阪
連
絡
会
・
大
阪
保
育

運
動
研
究
会
『
い
ま
、
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
は
』

（
大
阪
保
育
運
動
研
究
会
、
１
月
）

再
審
法
改
正
を
求
め
る
大
阪
府
民
の
会
事
務
局
「
再
審
法
改
正
を
求
め
る
大

阪
府
民
の
会
結
成
さ
れ
る
」
（
『
部
落
解
放
研
究
」
二
四
号
、
２
月
）

へ
特
集
〉
｜
‐
国
際
人
権
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
上
）
」

（
『
部
落
解
放
」
一
六
一
号
、
２
月
）

へ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
①
諸
外
国
か
ら
見
た
日
本
の
部
落
問
題
〉

原
田
伴
彦
「
部
落
差
別
の
実
態
と
課
題
」

へ
特
集
ｖ
｜
’
熊
本
県
同
和
教
育
史
」

（
『
熊
本
県
未
解
放
部
落
史
研
究
」
五
集
、
１
９
８
０
年
ｎ
月
）

大
塚
正
文
「
熊
本
県
同
和
教
育
略
史
Ｈ
」

樋
口
輝
幸
「
高
等
学
校
に
お
け
る
『
同
和
』
教
育
の
あ
ゆ
み
（
そ
の
一
）

ｌ
進
路
保
障
の
と
り
く
み
凶
」

熊
本
県
立
熊
本
工
業
高
等
学
校
『
高
等
学
校
同
和
教
育
資
料
集
』

（
同
上
、
１
９
８
０
年
ｎ
月
）

全
国
同
和
教
育
研
究
協
議
会
『
資
料
・
部
落
問
題
を
解
決
し
て
い
く
う
え
で

の
教
育
上
の
諸
問
題
と
課
題
に
つ
い
て
』
（
同
上
、
１
９
８
０
年
如
月
）

長
野
県
教
育
委
員
会
『
第
Ⅲ
次
同
和
教
育
研
究
指
定
校
報
告
書
（
昭
和
弱
・

融
年
度
）
』
（
同
上
、
１
９
８
０
年
ｎ
月
）

龍
谷
大
学
同
和
問
題
研
究
委
員
会
『
和
歌
山
県
有
田
都
吉
備
町
調
査
報
告
⑧

Ｉ
勤
務
評
定
闘
争
と
部
落
問
題
」
〈
同
和
問
題
研
究
資
料
（
Ⅲ
）
〉

（
同
上
、
１
９
８
０
年
ｎ
月
）

奈
良
県
解
放
教
育
研
究
会
『
む
な
つ
き
坂
を
超
え
る
」
〈
奈
良
県
解
放
研
通

信
恥
３
〉
（
同
上
、
１
９
８
０
年
ｎ
月
）

林
竹
一
一
『
学
校
教
育
を
と
り
戻
す
た
め
に
』

（
筑
摩
書
房
、
１
９
８
０
年
ｎ
月
）

梅
田
修
「
同
和
教
育
研
究
の
動
向
と
今
日
の
課
題
」

（
『
部
落
問
題
研
究
』
六
六
号
、
１
９
８
０
年
ｎ
月
）

【
人
権
】
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楠
敏
雄
「
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を
」
（
同
右
）

平
沢
徹
「
部
落
の
障
害
者
の
実
態
と
国
際
障
害
者
年
」
（
同
右
）

部
落
解
放
研
究
所
人
権
部
会
事
務
局
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
法
的
保
護
に
関
す

る
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
勧
告
に
つ
い
て
」
（
同
右
）

へ
特
集
〉
「
国
際
人
権
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
下
）
」

（
『
部
落
解
放
』
一
六
三
号
、
３
月
）

へ
大
阪
記
念
集
会
ｖ

ロ
ジ
ャ
ー
・
ヨ
シ
ノ
「
世
界
の
人
権
と
日
本
の
部
落
問
題
」

上
杉
佐
一
郎
「
部
落
差
別
の
現
状
と
日
本
の
人
権
」

〈
東
京
集
会
〉

武
者
小
路
公
秀
「
八
○
年
代
の
国
際
社
会
と
人
権
」

ロ
ジ
ャ
ー
・
ヨ
シ
ノ
「
外
国
か
ら
見
た
日
本
の
部
落
問
題
」

宮
崎
繁
樹
「
日
本
に
お
け
る
差
別
と
人
権
」

へ
（
イ
ン
タ
ピ
「
－
－
）
国
際
シ
ン
ポ
・
ゲ
ス
ト
メ
ン
バ
ー
に
聞
く
〉

ロ
ジ
ャ
ー
・
ヨ
シ
ノ
「
部
落
差
別
に
日
本
人
は
本
当
に
は
気
づ
い
て
い

録
ま
せ
ん
」

目献
ポ
パ
ト
ラ
オ
・
ガ
ル
ー
ド
「
差
別
が
お
こ
れ
ば
す
べ
て
を
す
て
て
闘
い

文
ま
す
」

係関
カ
ト
リ
ー
ヌ
・
カ
ド
ゥ
「
部
落
差
別
と
女
性
差
別
は
よ
く
似
て
い
ま
す
」

究研
マ
ー
チ
ン
・
カ
ネ
．
「
日
本
が
好
き
だ
か
ら
こ
そ
部
落
問
題
を
研
究
し

放
ま
す
」

解蝿
へ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
終
え
て
〉

和
島
岩
吉
「
国
際
人
権
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
歴
史
的
意
義
」

５
 
５
 

村
越
末
男
「
部
落
解
放
の
新
た
な
展
開
の
第
一
歩
」

１
 

ロ
ジ
ャ
ー
・
ヨ
シ
ノ
「
ア
メ
リ
カ
で
の
差
別
撤
廃
の
と
り
く
み
と
部
落

問
題
」

カ
ト
リ
ー
ヌ
・
カ
ド
ゥ
「
フ
ラ
ン
ス
女
性
か
ら
見
た
部
落
問
題
」

ポ
パ
ト
ラ
オ
・
Ｐ
・
ガ
ル
ー
ド
「
部
落
問
題
解
決
へ
の
道
」

マ
ー
チ
ン
。
カ
ネ
コ
「
ド
イ
ツ
語
圏
に
お
け
る
部
落
問
題
紹
介
の
問
題

点
」

へ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
②
諸
外
国
に
お
け
る
差
別
の
実
態
と
人
権
擁
護
の
課
題
〉

ロ
ジ
ャ
ー
・
ヨ
シ
ノ
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
差
別
と
人
権
擁
護
」

カ
ト
リ
ー
ヌ
・
カ
ド
ゥ
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
差
別
と
人
権
」

ポ
パ
ト
ラ
オ
・
Ｐ
・
ガ
ル
ー
ド
「
イ
ン
ド
に
お
け
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

問
題
」

マ
ー
チ
ン
・
カ
ネ
．
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ロ
ー
マ
（
ジ
プ
シ
ー
）
」

原
田
伴
彦
「
日
本
に
お
け
る
差
別
と
人
権
」

へ
特
集
〉
「
国
際
障
害
者
年
を
機
に
」
（
『
解
放
教
育
』
一
三
一
一
号
、
２
月
）

山
下
恒
男
「
国
際
障
害
者
年
の
背
景
ｌ
歴
史
性
と
現
状
」

佐
藤
三
郎
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
障
害
者
差
別
撤
廃
令
Ｉ
そ
の
教
育
的

意
味
」

津
田
道
夫
「
未
来
像
を
見
す
え
て
、
今
何
を
な
す
べ
き
か
Ｉ
障
害
者
教

育
運
動
の
立
場
か
ら
」

楠
敏
雄
「
自
立
と
完
全
参
加
を
求
め
て
」

石
神
亙
「
赤
堀
さ
ん
の
た
た
か
い
に
つ
い
て
Ｉ
専
門
家
の
自
己
疎
外

と
い
う
観
点
か
ら
」

東
京
東
部
労
働
組
合
大
久
保
製
壜
支
部
「
悪
ら
つ
な
障
害
者
虐
待
に
抗

し
て
」

Ｉ 
！ 

友
永
健
三
「
国
際
人
権
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
経
過
と
課
題
」

加
藤
重
一
』
｜
「
劣
悪
な
生
活
環
境
に
驚
き
の
声
が
Ｉ
国
際
シ
ン
ポ
・
ゲ
ス
ト
メ

ン
バ
ー
が
大
阪
の
和
泉
・
浅
香
部
落
を
視
察
」
（
同
右
）

佐
々
木
哲
蔵
「
（
追
悼
）
青
木
英
五
郎
さ
ん
を
偲
ぶ
」
（
同
右
）

兵
庫
在
日
朝
鮮
人
教
育
を
考
え
る
会
「
兵
庫
県
差
別
国
籍
条
項
撤
廃
闘
争
の

歩
み
」
（
『
ひ
ょ
う
ご
部
落
解
放
』
創
刊
号
、
３
月
）

波
平
勇
夫
「
沖
縄
の
混
血
児
た
ち
」
（
『
解
放
教
育
」
一
一
一
一
三
号
、
３
月
）

福
井
達
雨
「
子
ど
も
た
ち
と
行
き
た
い
南
の
国
へ
」
（
同
右
）

青
山
直
人
「
『
被
差
別
民
衆
』
の
国
際
的
連
帯
を
ｌ
国
際
人
権
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
か
ら
」
（
同
右
）

フ
ア
ト
ヒ
・
ア
ブ
ド
ル
ハ
ミ
ー
ド
「
（
人
間
の
記
録
）
祖
国
と
人
間
の
解
放

を
求
め
て
（
１
）
」
（
同
右
）

杉
本
昭
典
「
イ
ン
ド
探
訪
記
（
そ
の
１
）
Ｉ
イ
ン
ド
の
被
差
別
カ
ー
ス
ト
の

人
た
ち
」
（
『
兵
庫
の
部
落
解
放
史
』
四
号
、
３
月
）

へ
特
集
ｖ
「
養
護
学
校
義
務
化
か
ら
一
一
年
」

（
『
福
祉
労
働
』
十
号
、
３
月
）

山
下
恒
男
「
差
別
の
心
的
構
造
（
第
十
回
）
Ｉ
差
別
・
偏
見
の
心
理
学
的
研

究
の
背
景
と
流
れ
・
ア
メ
リ
カ
の
場
合
」
（
同
右
）

姫
岡
和
夫
「
国
際
障
害
者
年
を
機
に
『
障
害
者
』
の
自
立
と
完
全
参
加
を
求

め
る
大
阪
連
絡
会
議
」
（
同
右
）

篠
原
睦
治
「
『
み
ん
な
一
緒
に
学
校
へ
行
く
ん
や
ｌ
「
普
通
」
学
級
で
学
ぶ

「
障
害
」
児
教
育
の
実
践
』
Ｉ
既
成
の
専
門
家
意
識
を
問
い
直
さ
れ
た
教

師
自
身
の
成
長
の
記
録
」
（
『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
一
三
巻
十
一
号
、
３

月
） 西
岡
務
「
障
害
者
の
労
働
権
奪
還
の
闘
い
を
す
す
め
る
に
あ
た
っ
て
」

梅
谷
明
子
「
尚
司
の
参
加
」

川
端
利
彦
「
児
童
精
神
医
療
と
教
育
」

金
賛
汀
「
賢
一
君
は
差
別
の
中
で
死
に
追
い
込
ま
れ
た
」
（
同
右
）

和
島
岩
吉
「
再
審
法
改
正
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
」
（
同
右
）

村
田
拓
「
八
○
年
の
国
勢
調
査
は
国
民
総
背
番
号
制
そ
の
も
の
」
（
同
右
）

堀
勝
子
「
（
人
間
の
記
録
）
自
立
生
活
の
中
で
の
自
分
と
の
葛
藤
」

（
同
右
）

編
集
部
「
女
と
仕
事
９
Ｉ
な
か
ま
が
い
る
か
ら
」
（
同
右
）

法
務
省
人
権
擁
護
局
「
人
権
侵
犯
事
件
か
ら
見
た
人
権
擁
護
の
現
状
」

（
『
人
権
通
信
』
八
九
号
、
２
月
）

太
田
喬
一
「
人
権
擁
護
委
員
と
同
和
問
題
」
（
同
右
）

李
構
大
只
書
評
）
後
藤
畠
次
郎
編
『
無
実
・
冤
罪
事
件
に
関
す
る
ｎ
章
』
」

（
『
新
日
本
文
学
』
四
○
二
号
、
２
月
）

へ
主
題
ｖ
「
社
会
構
造
と
し
て
の
性
差
別
」

（
『
思
想
の
科
学
」
一
二
七
号
、
２
月
）

石
田
玲
子
「
氏
・
戸
籍
・
国
籍
を
問
う
Ｉ
女
と
外
国
人
の
視
点
か
ら
」

ほ
か

へ
特
集
ｖ
「
婦
人
問
題
と
社
会
教
育
」

（
『
月
刊
社
会
教
育
』
二
八
六
号
、
２
月
）

内
閣
総
理
大
臣
官
房
婦
人
問
題
担
当
室
『
国
連
婦
人
の
十
年
世
界
会
議
Ｉ
国

連
婦
人
の
十
年
後
半
期
行
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
（
大
蔵
省
印
刷
局
、
２
月
）

銭
本
三
千
年
「
国
際
障
害
者
年
の
基
本
的
問
題
」

（
『
部
落
解
放
研
究
』
二
五
号
、
３
月
）
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小
沢
昭
一
・
土
方
鉄
「
〈
対
談
〉
芸
人
バ
ン
ザ
イ
（
下
）
」
（
同
右
）

蔵
本
穂
積
・
豊
岡
喜
一
郎
・
沖
浦
和
光
「
部
落
解
放
と
文
化
活
動
の
あ
り
方
」

（
『
部
落
解
放
』
ニ
ハ
○
号
、
１
月
）

編
集
部
「
女
と
仕
事
８
１
母
親
」
（
『
解
放
教
育
』
一
三
一
号
、
１
月
）

畑
井
政
雄
「
（
人
間
の
記
録
）
千
鳥
足
で
き
た
わ
た
し
の
解
放
運
動
」

（
同
右
）

小
森
龍
邦
「
差
別
語
を
考
え
る
」

（
『
解
放
運
動
と
同
和
教
育
』
一
一
五
五
号
、
１
月
）

土
方
鉄
「
差
別
構
造
と
表
現
」
（
『
月
刊
自
治
研
』
一
一
五
六
号
、
１
月
）

小
林
初
枝
『
お
ん
な
三
代
Ｉ
関
東
の
被
差
別
部
落
の
暮
ら
し
か
ら
』

〈
朝
日
選
書
一
七
一
一
一
〉
（
朝
日
新
聞
社
、
１
月
）

み
ず
た
志
げ
こ
『
詩
集
春
駒
ｌ
刻
ま
れ
た
差
別
の
歴
史
』
（
同
上
、
１
月
）

須
藤
久
『
須
藤
久
評
論
集
Ｉ
輪
廻
へ
の
予
感
』
（
現
代
評
論
社
、
１
月
）

へ
第
七
回
部
落
解
放
文
学
賞
入
選
作
口
謬

（
「
部
落
解
放
』
一
六
一
一
号
、
２
月
）

録
池
上
英
子
（
識
字
部
門
入
選
）
「
貧
困
と
部
落
差
別
に
生
き
て
ｌ
私
の

自究少女時代」
献文

高
落
恵
美
子
（
識
字
部
門
入
選
）
「
私
の
生
い
た
ち
」

係関
山
田
一
美
（
記
録
文
学
入
選
）
「
私
の
生
い
た
ち
（
十
一
章
ま
で
）
」

川
久
保
流
木
（
小
説
部
門
入
選
）
「
屠
殺
」

研放
平
野
栄
久
（
評
論
部
門
入
選
）
「
散
文
精
神
の
可
能
性
Ｉ
石
川
淳
『
寒

解落
露
』
論
」

部
日
野
範
之
（
評
論
部
門
入
選
）
｜
‐
部
落
解
放
の
文
学
」

７
 
５
 

（
選
評
）

１
 へ
特
集
〉
「
婦
人
の
解
放
」
（
『
労
働
運
動
研
究
』
’
三
七
号
、
３
月
）

柴
山
恵
美
子
「
婦
人
解
放
を
め
ざ
す
イ
タ
リ
ア
左
翼
の
実
践
を
視
る
」

ほ
か

へ
特
集
〉
「
婦
人
行
動
計
画
の
と
り
く
み
」

（
『
月
刊
社
会
教
育
』
二
八
七
号
、
３
月
）

日
本
弁
護
士
連
合
会
「
男
女
雇
用
平
等
法
要
綱
試
案
」

（
『
自
由
と
正
義
』
’
一
一
一
一
巻
三
号
、
３
月
）

釜
田
泰
介
「
性
に
よ
る
区
分
と
法
の
平
等
保
護
Ｉ
ア
メ
リ
カ
最
高
裁
判
所
一

九
七
一
’
一
九
八
○
」
（
「
同
志
社
ア
メ
リ
カ
研
究
』
十
七
号
、
３
月
）

関
西
婦
人
労
働
問
題
研
究
会
『
婦
人
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
差
別
撤
廃

条
約
の
批
准
に
む
け
て
』
（
同
上
、
３
月
）

佐
藤
友
之
・
真
壁
臭
『
冤
罪
の
戦
後
史
』
（
図
書
出
版
社
、
３
月
）

小
出
正
夫
『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
四
日
市
冤
罪
事
件
』
（
主
婦
の
友
社
、
３
月
）

正
木
ひ
ろ
し
『
冤
罪
の
証
明
』
〈
旺
文
社
文
庫
〉
（
旺
文
社
、
３
月
）

松
原
市
立
部
落
解
放
セ
ン
タ
ー
『
障
害
児
者
と
人
権
ｌ
国
際
障
害
者
年
を
機

に
』
（
同
上
、
３
月
）

鴨
良
弼
編
『
刑
事
再
審
の
研
究
』
（
成
文
堂
、
１
９
８
０
年
ｎ
月
）

菰
渕
緑
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
お
け
る
女
性
の
実
態
と
婦
人
団
体
の
活
動
」

（
『
社
会
問
題
研
究
』
八
六
号
、
大
阪
社
会
事
業
短
期
大
学
、
１
９
８
０

年
ｎ
月
）

森
川
哲
郎
『
新
版
帝
銀
事
件
』
（
三
一
書
房
、
１
９
８
０
年
ｎ
月
）

【
社
会
啓
発
】

松
本
弘
「
隣
保
館
（
解
放
会
館
）
活
動
の
現
状
と
課
題
」

（
『
部
落
解
放
』
一
六
○
号
、
１
月
）

駒
井
昭
雄
・
中
川
喜
代
子
・
太
田
善
照
「
差
別
意
識
の
状
況
と
社
会
啓
発
の

課
題
」
（
同
右
）

埼
玉
県
教
育
局
同
和
教
育
課
『
地
域
ぐ
る
み
の
同
和
教
育
Ｉ
社
会
同
和
教
育

事
例
集
（
昭
和
五
五
年
度
）
』
（
同
上
、
１
月
）

東
上
高
志
「
講
座
・
こ
れ
か
ら
の
同
和
教
育
９
１
部
落
問
題
の
学
習
（
そ
の

６
）
社
会
教
育
（
上
）
」
（
『
部
落
』
四
○
二
号
、
２
月
）

北
九
州
同
和
対
策
推
進
鶴
議
会
『
論
集
い
ぷ
き
１
』
（
同
上
、
２
月
）

高
石
市
・
高
石
市
教
育
委
員
会
『
わ
た
し
に
も
い
わ
せ
て
』
〈
人
権
作
文
集

第
六
集
〉
（
同
上
、
２
月
）

東
上
高
志
「
講
座
・
こ
れ
か
ら
の
同
和
教
育
、
Ｉ
部
落
問
題
の
学
習
（
そ
の

７
）
社
会
教
育
（
下
）
」
（
『
部
落
』
四
○
三
号
、
３
月
）

同
和
問
題
企
業
啓
発
講
座
実
行
委
員
会
『
第
一
回
同
和
問
題
企
業
啓
発
講
座

報
告
書
』
（
同
上
、
３
月
）

高
石
市
・
高
石
市
教
育
委
員
会
『
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
を
市
民
の
手

で
』
〈
同
和
教
育
市
民
学
習
シ
リ
ー
ズ
第
七
集
〉
（
同
上
、
３
月
）

東
大
阪
市
人
権
啓
発
協
議
会
ほ
か
『
昭
和
弱
年
度
東
大
阪
市
社
会
教
育
関
係

者
「
人
権
問
題
研
修
会
」
講
演
集
録
』
（
同
上
、
１
９
８
０
年
廻
月
）

へ
創
る
Ｉ
み
ん
な
で
つ
く
る
文
化
の
ペ
ー
ジ
〉

（
『
部
落
解
放
』
’
五
九
号
、
１
月
）

材
木
貞
子
「
〈
差
別
の
な
か
を
生
き
て
〉
は
た
ら
く
の
は
、
い
つ
ち
よ
ん
苔

に
な
ら
ん
Ｉ
そ
の
①
識
字
の
は
じ
め
て
の
火
」
（
同
右
）

（
詩
部
門
佳
作
作
品
）

（
応
募
作
品
一
覧
表
）

編
集
部
「
女
と
仕
事
、
Ｉ
運
動
に
か
け
て
」

（
『
解
放
教
育
』
一
三
一
一
一
号
、
３
月
）

北
川
鉄
夫
「
文
化
問
題
の
正
と
負
」
（
『
部
落
』
四
○
一
一
一
号
、
３
月
）

沖
浦
和
光
「
日
本
文
化
史
に
お
け
る
賎
民
文
化
の
位
置
⑤
Ｉ
部
落
差
別
の
根

底
に
あ
る
賤
視
観
・
思
想
・
文
化
闘
争
の
方
向
性
」

（
『
解
放
新
聞
』
一
○
一
○
号
、
３
月
）

西
村
ノ
リ
子
「
（
書
評
）
部
落
解
放
詩
集
『
太
陽
も
お
れ
た
ち
の
も
の
で
は

な
い
の
か
」
」
（
『
新
日
本
文
学
』
四
○
一
一
一
号
、
３
月
）

黒
古
一
夫
「
（
書
評
）
塩
見
鮮
一
郎
著
『
黄
色
い
国
の
脱
出
ロ
』
『
告
別
の

儀
式
』
」
（
『
季
刊
文
学
的
立
場
』
一
一
一
号
、
３
月
）

野
間
宏
「
わ
が
体
験
わ
が
文
学
Ｉ
物
語
の
全
体
Ⅱ
・
見
る
こ
と
と
の
り
こ

え
の
弁
証
を
め
ざ
し
て
」
（
『
第
三
文
明
』
一
一
一
一
一
九
号
、
３
月
）

住
井
す
え
『
橋
の
な
い
川
』
〈
第
一
部
〉
〈
第
二
部
〉

（
新
潮
文
庫
、
３
月
）

＋
川
信
介
「
二
つ
の
破
戒
」

（
『
島
崎
藤
村
』
所
収
、
筑
摩
書
房
、
１
９
８
０
年
ｎ
月
）

【
宗
教
】

原
田
伴
彦
「
宗
教
と
部
落
問
題
剛
Ｉ
心
と
命
を
傷
け
る
差
別
」

（
『
南
御
堂
』
’
’
一
三
号
、
１
月
）

山
本
尚
友
「
寺
院
と
僧
侶
ｌ
そ
の
教
育
と
の
か
か
わ
り
」

（
『
京
都
部
落
史
研
究
所
報
』
一
一
一
八
号
、
２
月
）

【
文
化
・
思
想
】
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原
田
伴
彦
「
宗
教
と
部
落
問
題
剛
Ｉ
新
宗
教
の
諸
教
団
で
も
差
別
的
姿
勢
」

（
『
南
御
堂
』
二
二
一
一
一
号
、
２
月
）

真
宗
大
谷
派
大
阪
教
区
同
和
協
議
会
『
解
放
運
動
よ
り
み
た
日
本
の
現
況

（
同
和
研
修
会
記
録
Ⅲ
）
』
（
同
上
、
２
月
）

増
田
史
郎
亮
「
浦
上
四
番
崩
れ
事
件
前
史
ｌ
部
落
民
・
キ
リ
シ
タ
ン
・
神
道

・
仏
教
者
と
奉
行
所
と
の
諸
関
係
を
め
ぐ
っ
て
（
そ
の
一
）
」

（
『
な
が
さ
き
部
落
解
放
研
究
』
二
号
、
３
月
）

原
田
伴
彦
「
宗
教
と
部
落
問
題
剛
Ｉ
本
願
寺
教
団
の
部
落
問
題
へ
の
取
り
組

み
」
（
『
南
御
堂
』
二
二
四
号
、
３
月
）

林
虎
雄
。
奈
良
本
辰
也
・
山
浦
六
雄
ほ
か
「
〈
座
談
会
〉
発
足
し
た
信
州

農
村
開
発
史
研
究
所
Ｉ
課
題
と
そ
の
抱
負
」

（
『
解
放
教
育
』
’
三
一
号
、
・
１
月
）

師
岡
佑
行
「
近
世
八
幡
志
水
東
村
の
商
業
活
動
と
七
人
株
の
い
わ
れ
」

（
『
京
都
部
落
史
研
究
所
報
』
三
七
号
、
１
月
）

盛
田
嘉
徳
「
あ
の
入
こ
の
人
剛
」

（
「
解
放
新
聞
』
大
阪
版
、
四
三
九
号
、
１
月
）

糸
若
柳
子
「
泣
き
な
が
ら
い
う
た
っ
た
ｌ
こ
の
人
に
聞
く
閲
」
（
同
右
）

植
松
安
太
郎
「
松
本
治
一
郎
ｌ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
義
人
」

（
『
現
代
の
眼
』
二
五
一
一
一
号
、
１
月
）

井
上
清
「
（
よ
こ
が
お
）
解
放
の
歴
史
求
め
続
け
る
Ｉ
井
上
清
（
歴
史
家
）

さ
ん
に
き
く
」
（
『
解
放
新
聞
』
一
○
○
六
号
、
２
月
）

寺
本
知
「
冬
の
時
代
を
生
き
た
人
Ｉ
故
中
野
次
夫
氏
の
お
も
い
で
か
ら
」

【
前
近
代
】

原
田
伴
彦
「
（
本
の
紹
介
）
埼
玉
県
教
育
委
員
会
編
『
鈴
大
家
文
書
解
説
』

（
『
部
落
解
放
』
一
五
九
号
、
１
月
）

落
合
重
信
「
部
落
の
起
源
（
第
七
回
）
」

（
『
月
刊
部
落
問
題
』
五
○
号
、
１
月
）

横
井
清
・
沖
浦
和
光
ｂ
土
方
鉄
「
賎
民
史
ｌ
そ
の
忘
れ
ら
れ
た
側
面
①
②
」

（
『
解
放
新
聞
』
一
○
○
一
一
一
号
、
一
○
○
四
号
、
１
月
）

深
谷
克
己
「
近
世
史
研
究
と
身
分
」
（
『
歴
史
評
論
』
三
六
九
号
、
１
月
）

小
林
茂
「
（
書
評
）
一
一
一
好
昭
一
郎
著
「
被
差
別
部
落
の
形
成
と
展
開
』
」

（
『
部
落
解
放
研
究
』
一
一
四
号
、
２
月
）

落
合
重
信
「
部
落
の
起
源
（
第
八
回
）
」

（
『
月
刊
部
落
問
題
』
五
一
号
、
２
月
）

沖
浦
和
光
・
横
井
清
・
土
方
鉄
「
賎
民
史
Ｉ
そ
の
忘
れ
ら
れ
た
側
面
（
終
）
」

（
『
解
放
新
聞
』
一
○
○
六
号
、
２
月
）

横
井
清
「
稜
れ
の
思
想
Ｉ
中
世
社
会
の
一
断
面
」

（
『
季
刊
創
造
の
世
界
』
三
七
号
、
２
月
）

池
見
澄
隆
・
上
山
春
平
・
梅
原
猛
・
作
田
啓
一
。
宮
田
登
・
横
井
清
「
日
本

に
お
け
る
浄
、
不
浄
観
」
（
同
右
）

高
柳
金
芳
『
江
戸
時
代
非
人
の
生
活
』
〈
生
活
史
叢
書
皿
〉

（
雄
山
闇
出
版
、
２
月
）

中
尾
健
次
「
近
世
に
お
け
る
差
別
意
識
の
構
造
」

（
『
部
落
解
放
研
究
』
二
五
号
、
３
月
）

但
野
頃
一
「
島
原
藩
に
お
け
る
被
差
別
蔀

【
通
史
】

（
『
解
放
新
聞
』
大
阪
版
、
四
四
三
号
、
２
月
）

荒
井
貢
次
郎
「
歴
史
学
へ
の
新
視
点
（
１
）
Ｉ
部
落
史
研
究
へ
の
提
言
」

（
『
歴
史
手
帖
』
八
八
号
、
２
月
）

梅
本
光
男
「
浦
上
水
平
社
の
闘
い
と
今
日
の
課
題
」

（
『
な
が
さ
き
部
落
解
放
研
究
』
二
号
、
３
月
）

和
島
岩
吉
「
（
よ
こ
が
お
）
冤
罪
に
つ
よ
い
怒
り
Ｉ
和
島
岩
吉
（
弁
護
士
）

さ
ん
に
き
く
」
（
『
解
放
新
聞
』
一
○
一
○
号
、
３
月
）

左
海
玉
之
助
「
つ
ら
か
っ
た
ニ
カ
ワ
エ
場
ｌ
こ
の
人
に
聞
く
鯛
」

（
『
解
放
新
聞
』
大
阪
版
、
四
四
七
号
、
３
月
）

米
田
富
・
井
元
麟
之
「
〈
座
談
会
〉
闘
争
と
弾
圧
」

（
『
狭
山
差
別
裁
判
』
八
八
号
、
３
月
）

藤
野
豊
「
（
地
方
行
政
論
の
人
物
と
思
想
）
留
岡
幸
助
Ｉ
報
徳
は
天
税
也
」

（
『
日
本
の
地
方
自
治
論
Ｉ
歴
史
と
群
像
』
〈
『
地
方
自
治
職
員
研
修
』

臨
時
増
刊
号
〉
六
号
、
３
月
）

熊
沢
徹
郎
「
随
想
『
部
落
差
別
と
朝
鮮
人
差
別
』
」
（
『
喝
Ｉ
美
馬
敏
男
先

生
退
職
記
念
誌
』
所
収
、
美
馬
敏
男
先
生
退
職
記
念
誌
出
版
委
員
会
、
３

月
）

故
山
口
春
信
さ
ん
、
故
中
野
次
夫
さ
ん
追
悼
集
会
実
行
委
員
会
『
故
山
□
春

信
さ
ん
、
故
中
野
次
夫
さ
ん
を
し
の
ぶ
』
（
同
上
、
３
月
）

飯
山
市
教
育
委
員
会
『
飯
山
の
部
落
史
（
第
一
集
）
』

（
同
上
、
１
９
８
０
年
ｎ
月
）

成
沢
英
雄
「
私
の
お
い
た
ち
ｌ
信
濃
同
仁
会
と
出
会
う
ま
で
」

（
『
部
落
問
題
年
報
』
二
号
、
１
９
８
０
年
ｎ
月
）

（
『
な
が
さ
き
部
落
解
放
研
究
』
一
一
号
、
３
月
）

細
辻
吉
弘
「
近
世
賎
民
制
成
立
に
関
す
る
一
試
論
」

（
『
兵
庫
の
部
落
解
放
史
』
四
号
、
３
月
）

田
中
秀
夫
「
（
史
料
紹
介
）
多
紀
郡
日
置
村
波
部
家
文
書
（
そ
の
３
）
」

（
同
右
）

大
森
久
雄
「
（
動
向
）
研
究
・
前
近
代
社
会
の
構
造
の
な
か
で
地
域
の
身
分

制
を
’
第
咀
回
部
落
問
題
研
究
者
全
国
集
会
・
歴
史
Ｉ
（
前
近
代
）
分
科

会
よ
り
」
（
『
部
落
』
四
○
一
一
一
号
、
３
月
）

落
合
重
信
「
部
落
の
起
源
（
第
九
回
）
」

（
『
月
刊
部
落
問
題
』
五
二
号
、
３
月
）

師
岡
佑
行
「
天
明
年
間
伏
見
騒
動
に
み
る
身
分
引
上
げ
の
問
題
Ｉ
歴
史
に
お

け
る
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
（
『
京
都
部
落
史
研
究
所
報
』
一
一
一
九
号
、
３
月
）

松
尾
剛
次
「
天
皇
支
配
権
と
中
世
非
人
支
配
」

（
『
日
本
歴
史
』
三
九
四
号
、
３
月
）

網
野
善
彦
・
神
島
二
郎
・
深
谷
克
己
「
〈
鼎
談
〉
平
民
・
民
衆
・
住
民
の
面

構
え
」
（
『
日
本
の
地
方
自
治
論
ｌ
歴
史
と
群
像
』
〈
「
地
方
自
治
職
員

研
修
』
臨
時
増
刊
号
〉
六
号
、
３
月
）

井
沢
武
大
「
い
わ
ゆ
る
『
人
種
起
源
説
』
に
つ
い
て
」
（
『
喝
Ｉ
美
馬
敏
男

先
生
退
職
記
念
誌
』
所
収
、
美
馬
敏
男
先
生
退
職
記
念
誌
出
版
一
委
員
会
、

３
月
）

八
切
止
夫
編
『
全
国
日
本
部
落
史
料
』
（
日
本
シ
ェ
ル
出
版
、
３
月
）

福
岡
部
落
史
研
究
会
『
筑
前
国
革
座
記
録
（
上
巻
）
』
〈
部
落
解
放
史
史
料

叢
書
１
〉
（
同
上
、
３
月
）

足
ヨ
豊
一
一
一
郎
一
踵
一
草
曹
（
渦
叩
慶

翼
係
文
書
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（
『
民
間
伝
承
』
三
一
七
号
、
六
人
社
、
１
９
８
０
年
２
月
）

南
王
子
村
文
書
刊
行
会
『
大
阪
府
南
王
子
村
文
書
』
第
五
巻

（
部
落
解
放
研
究
所
、
１
９
８
０
年
３
月
）

佐
藤
俊
策
「
近
世
佐
渡
の
非
人
に
関
す
る
若
干
の
資
料
」

（
『
新
潟
県
部
落
史
研
究
』
三
号
、
１
９
８
０
年
５
月
）

辻
村
輝
彦
「
中
世
八
尾
城
の
所
在
に
つ
い
て
’
八
尾
城
西
郷
説
批
判
」

（
『
八
尾
市
史
紀
要
』
七
号
、
八
尾
市
教
育
委
員
会
、
１
９
８
０
年
９
月
）

大
塚
正
文
「
熊
本
県
部
落
解
放
史
Ｈ
」

（
『
熊
本
県
未
解
放
部
落
史
研
究
』
五
集
、
１
９
８
０
年
ｎ
月
）

（
史
料
）
「
被
差
別
部
落
史
関
係
史
料
（
細
川
家
文
書
）
」
（
同
右
）

藤
本
漬
二
郎
「
芸
州
に
お
け
る
近
世
賎
民
の
系
譜
と
編
成
Ｉ
河
野
団
左
衛
門

家
『
由
緒
書
』
を
中
心
と
し
て
」
（
『
史
学
研
究
五
十
周
年
記
念
論
叢

（
日
本
編
）
」
所
収
、
福
武
書
店
、
１
９
８
０
年
ｎ
月
）

畑
中
敏
之
「
前
近
代
『
部
落
』
史
研
究
を
め
ぐ
る
諸
問
題
’
一
九
七
九
年
．

そ
の
成
果
と
課
題
」
（
「
部
落
問
題
研
究
』
六
六
号
、
１
９
８
０
年
ｎ
月
）

高
市
光
男
「
（
資
料
）
宇
和
島
藩
に
お
け
る
穣
多
の
歎
願
事
件
史
料
（
上
上

（
同
右
）

森
杉
夫
『
近
世
部
落
の
成
立
と
生
活
Ｉ
堺
の
被
差
別
部
落
を
中
心
と
し

て
』
（
古
文
書
調
査
研
究
会
、
１
９
８
０
年
）

寺
田
政
幸
「
兵
庫
に
お
け
る
戦
後
部
落
解
放
運
動
の
あ
ゆ
み
⑪
ｌ
西
宮
の

『
窓
口
一
本
化
』
粉
砕
闘
争
（
上
）
」

（
『
月
刊
部
落
問
題
』
五
○
号
、
１
月
）

沖
浦
和
光
「
近
代
日
本
の
思
想
と
社
会
運
動
虹
Ｉ
〈
第
加
章
〉
米
騒
動
と
被

差
別
部
落
民
の
決
起
・
水
平
社
の
結
成
に
む
か
っ
て
」

（
『
あ
す
ど
』
三
五
号
、
３
月
）

原
田
伴
彦
・
大
串
夏
身
「
〈
対
談
〉
近
代
部
落
史
の
研
究
を
め
ぐ
っ
て
」

（
『
明
石
』
二
号
、
明
石
書
店
、
３
月
）

渡
部
徹
「
（
書
評
）
大
串
夏
身
著
『
近
代
被
差
別
部
落
史
研
究
』
Ｉ
近
代

部
落
史
研
究
に
新
地
平
を
ひ
ら
く
」
（
同
右
）

西
順
蔵
「
（
編
者
の
こ
と
ば
）
西
順
蔵
編
『
東
京
の
被
差
別
部
落
』
Ｉ
差

別
の
現
実
が
あ
る
限
り
、
私
た
ち
は
、
そ
の
解
決
に
む
か
っ
て
努
力
し
な

松
浦
利
貞
「
（
解
説
）
東
京
被
差
別
部
落
史
研
究
ｌ
戦
後
に
お
け
る
東
京
の

木
下
浩

（
同
右
）

（
『
歴
史
と
地
理
』
二
九
五
号
、
１
９
・

木
下
浩
「
平
野
重
吉
（
小
剣
）
略
年
譜
」

（
『
新
潟
県
部
落
史
研
究
』
三
号
、
１
．

部
落
史
研
究
の
成
果
と
問
題
点
」
（
同
右
）

部
落
解
放
研
究
所
『
差
別
糾
弾
・
行
政
闘
争
』

集
第
四
巻
〉
（
部
落
解
放
同
盟
中
央
本
部
、

中
野
富
夫
「
（
論
文
紹
介
）
工
藤
英
一
『
森
知
幾
と
私
立
明
治
学
校
』
〈
『

福
音
と
世
界
』
第
三
四
巻
一
○
号
〉
」
（
同
右
）

白
石
正
明
「
上
田
静
一
と
田
中
親
友
夜
学
校
凹
Ｉ
部
落
の
動
き
と
呼
応
し
て

夜
学
創
設
」
（
『
京
都
部
落
史
研
究
所
報
』
三
一
一
一
号
、
１
９
８
０
年
９
月
）

集
第
四
巻
〉
（
部
落
解
放
同
盟
中
央
本
部
、
３
月
）

石
井
良
助
「
明
治
四
年
の
賎
民
解
放
令
を
め
ぐ
っ
て
」

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」
（
同
右
）

新
潟
県
部
落
史
研
究
』
三
号
、
１
９
８
０
年
５
月
）

浩
「
新
潟
県
に
お
け
る
大
正
期
・
昭
和
初
頭
の
部
落
問
題
」

【
近
現
代
】

１
９
８
０
年
旦
月
）

〈
部
落
解
放
運
動
基
礎
資
料

３
月
）

大
源
実
「
岡
山
県
の
部
落
解
放
運
動
の
歴
史
と
現
状
」
（
「
第
五
回
部
落

解
放
西
日
本
講
座
講
演
集
』
所
収
、
部
落
解
放
研
究
所
、
１
月
）

上
杉
聰
「
『
解
放
令
』
研
究
史
に
つ
い
て
ｌ
『
「
解
放
令
」
の
成
立
過
程

の
研
究
』
の
補
遺
と
し
て
」
（
『
部
落
解
放
研
究
』
二
四
号
、
２
月
）

徳
永
高
志
「
（
研
究
ノ
ー
ト
）
都
市
部
落
の
生
成
を
め
ぐ
っ
て
」

（
『
月
刊
部
落
問
題
』
五
一
号
、
２
月
）

寺
田
政
幸
「
兵
庫
に
お
け
る
戦
後
部
落
解
放
運
動
の
あ
ゆ
み
旧
Ｉ
西
宮
の

『
窓
□
一
本
化
』
粉
砕
闘
争
（
下
）
」
（
同
右
）

八
木
晃
介
「
（
書
評
）
石
田
郁
夫
『
差
別
と
排
外
・
卒
伍
へ
の
出
発
』
」

（
『
新
日
本
文
学
」
四
○
二
号
、
２
月
）

西
順
蔵
編
『
東
京
の
被
差
別
部
落
』
（
明
石
書
店
、
２
月
）

渡
辺
俊
雄
『
〈
人
権
講
演
〉
「
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
」
が
で
き
る
ま

で
の
歴
史
』
（
和
泉
市
立
解
放
総
合
セ
ン
タ
ー
、
２
月
）

小
林
茂
「
（
書
評
）
高
田
寛
明
著
『
つ
く
ら
れ
た
差
別
の
町
ｌ
近
代
・
姫

路
あ
る
部
落
の
歴
史
』
」
（
『
ひ
ょ
う
ご
部
落
解
放
』
創
刊
号
、
３
月
）

安
達
五
男
「
（
書
評
）
小
林
茂
箸
『
部
落
「
解
放
令
」
の
研
究
』
」

（
同
右
）

藤
沢
秀
雄
「
行
政
用
語
「
同
和
』
の
由
来
に
つ
い
て
」

（
『
な
が
さ
き
部
落
解
放
研
究
』
二
号
、
３
月
）

藤
沢
秀
雄
「
長
崎
水
平
社
時
代
の
部
落
解
放
運
動
（
そ
の
ご
」
（
同
右
）

安
達
五
男
「
学
制
の
実
施
と
『
身
分
学
校
』
の
め
ば
え
Ｉ
身
分
学
校
形
成
の

前
史
的
検
討
」
（
『
兵
庫
の
部
落
解
放
史
』
四
号
、
３
月
）

小
林
末
夫
「
的
ケ
浜
事
件
に
よ
せ
て
Ｉ
書
く
こ
と
の
恐
し
さ
」

（
『
月
刊
部
落
問
題
』
五
二
号
、
３
月
）

姫
井
伊
介
「
人
は
人
」
〈
複
刻
〉

（
『
熊
本
県
未
解
放
部
落
史
研
究
』
五
集
、
１
９
８
０
年
ｎ
月
）

森
山
浩
一
「
資
料
解
題
『
人
は
人
』
」
（
同
右
）

尾
川
昌
法
「
近
代
部
落
史
研
究
の
成
果
と
課
題
」

（
『
部
落
問
題
研
究
』
六
六
号
、
１
９
８
０
年
ｎ
月
）

藤
野
豊
「
地
方
融
和
団
体
の
理
論
と
運
動
ｌ
神
奈
川
清
和
会
の
検
討
」

（
『
部
落
問
題
年
報
』
二
号
、
１
９
８
０
年
ｎ
月
）




